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T-GAIA ASIA PACIFIC PTE. LTD. の株式取得についてのお知らせ 

 

　当社サービスである「CHARGESPOT™」をシンガポールでフランチャイズ展開する T-GAIA ASIA 

PACIFIC PTE. LTD.（本社：シンガポール、以下 TGAP 社）の発行済株式の100%を取得し、子会社化する

ことを決定いたしましたので、下記の通りお知らせします。 

 

記 

 

1.​ 株式取得の理由 

　当社は「Bridging Beyond Borders -垣根を越えて、世界をつなぐ-」というミッションのもと、「ロ

ケーション×テクノロジー」の掛け算のパイオニアとして、モバイルバッテリーのシェアリングサービ

ス「CHARGESPOT」を世界9カ国地域で展開しています。 

 

　シンガポールにおいては、2023年3月に株式会社ティーガイアの海外子会社である TGAP 社との間でマ

スターフランチャイズ契約を締結し、TGAP社を運営主体として2023年12月にサービスを開始いたしまし

た。サービス開始から1年6ヶ月で設置台数1,000台を突破し、2025年3月末時点においてシンガポール国内

のモバイルバッテリーシェアリング市場で約55％（当社調べ）のシェアを獲得し、同市場におけるトッ

プシェア事業者となっています。設置先にはシンガポール最大手のコンビニエンスストアチェーンであ

るセブン-イレブン、FairPriceグループが運営する大手コンビニエンスストアCheersなど、同国における

主要なプラチナロケーションが含まれており、今後の設置台数の更なる拡大も計画されています。当社
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はシンガポールをASEAN及びグローバル展開における戦略的拠点として、引き続き事業拡大に取り組ん

でいきます。 

 

　シンガポールは、ASEANの金融・商業・物流のハブとして、周辺諸国への事業展開における「ゲート

ウェイ」としての機能を有しています。国家主導でデジタル化が推進されており、世界に先駆けて全土

に5Gネットワークが整備されるなど、通信インフラは世界最高水準にあります。モバイル回線の契約回

線数は人口を大きく上回り、スマートフォン普及率は国民のほぼ全数に達しているほか、キャッシュレ

ス決済の普及度やモバイルアプリの利用時間も極めて高い水準で、モバイル端末の利用が生活に深く根

付いていることを示しており、充電ニーズは構造的に高いと想定されます。また、シンガポールは年間

1,500万人を超える外国人観光客が訪れる国際観光都市でもあり、近隣ASEAN諸国や訪日旅行者を含む国

際的な人流が集中することは、域内共通アプリで提供される「CHARGESPOT」の特性と極めて高い親和

性を有しています。モバイルバッテリーシェアリング領域においても、設置密度の向上に伴う新規ユー

ザーの流入が継続的に見込まれます。 

 

　また、シンガポールはASEANにおける日系企業の重要拠点の一つであり、多くの日系小売・飲食

チェーンや日系金融・サービス企業が拠点を構えています。日本国内で「CHARGESPOT」を設置してい

る企業のシンガポール法人を通じた導入も進んでおり、国としてのシナジーが生じています。 

 

　今回の株式取得は、TGAP社を子会社化することで事業運営に直接関与し、戦略的投資を機動的に実行

できる体制を構築するとともに、事業運営の効率化・営業体制の強化・調達力の向上等を通じて、事業

の収益性改善を加速することを目的としています。TGAP社は、直近で大手コンビニエンスストアチェー

ンや大手飲食チェーンへの大規模設置を実施しており、ショッピングモール、飲食店、観光施設等の主

要ロケーションにおいても設置を拡大しているなど、市場拡大の過渡期に位置しています。今回の子会

社化を通じて設置を加速し、シェアの獲得を進めるとともに、ユーザー数の増加を目指します。「

CHARGESPOT」はサービスの特徴として、設置密度が向上するとユーザー数が増え、ユーザー数が増え

ることで売上が向上すると利益率が上昇します。このサイクルを実現するための必要な投資を行う体制

を整えることで、中長期的な収益基盤の確立を目指します。 

 

2.​ T-GAIA ASIA PACIFIC PTE. LTD. の概要 
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　TGAP 社は、「CHARGESPOT」のフランチャイズ運営をシンガポールで行っており、大手コンビニエン

スストア、飲食店、観光施設等への設置を通じて高い市場シェアおよび顧客認知を確立しています。一

方で、同社は事業拡大の初期段階にあることから、設備投資や運営体制の構築に係る負担が先行し、現

時点では赤字で推移しています。しかし、既にプラチナロケーションへの設置を実施できており、将来

の収益化に向けた基盤形成は完了しつつあると認識しています。 

 

（１） 名称  T-GAIA ASIA PACIFIC PTE. LTD. 

（２） 所在地 150 Cecil Street, #14-03, Singapore 069543 

（３） 代表者の役職・氏名  Hitoshi Kurashige (Managing Director)  

（４） 事業内容 シンガポール国内における「CHARGESPOT」フランチャイズ運営 

（５） 資本金  5,957,467 シンガポールドル 

（６） 設立年月日  2013年11月12日 

（７） 大株主及び持株比率  株式会社ティーガイア (100%) 

（８） 上場会社と当該会社　

との間の関係 

資本関係 
当社と当該会社の間には、記載すべき資本関係は

ありません。 

人的関係 
当社と当該会社の間には、記載すべき人的関係は

ありません。 

取引関係 当社は当該会社とFC契約を締結しています。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態（単位：シンガポールドル） 

決算期 2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期 

  純資産 3,696,986 2,748,943 1,517,436 
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  総資産 4,552,296 3,355,789 2,162,042 

  １株当たり純資産 0.70 0.52 0.27 

  売上高 3,781,910 681,144 782,176 

  営業利益 25,488 △940,623 △1,659,852 

 経常利益 21,128 △948,043 △1,631,508 

 
当期純利益 21,128 △948,043 △1,631,508 

 １株当たり当期純利益 0.00 △0.18 △0.29 

 １株当たり配当金 ー ー ー 

 

3.​ 株式取得の相手先の概要 

（１） 名称  株式会社ティーガイア 

（２） 所在地 
〒150-8575　東京都渋谷区恵比寿4-1-18 

恵比寿ネオナート14～18F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 社長執行役員 知識 賢治 

（４） 
上場会社と 

当該会社の関係 
当社は当該会社と業務委託契約を締結しています。 

 

 

 

4.​ 取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 
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（１） 異動前の所有株式数 

0株 

（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合：0％） 

（２） 取得株式数 
5,983,001株 

（議決権の数：5,983,001個） 

（３） 取得価額 

TGAP 社の普通株式　  　 

  アドバイザリー費用等（概算額）　　          

　　合計（概算額）　　　　　　　　    

10百万円 

12百万円 

22百万円 

（４） 異動後の所有株式数 

5,983,001株 

（議決権の数：5,983,001個） 

（議決権所有割合：100％） 

 

 

5.​ 日程 

（１） 取締役会決議 2026年4月30日 

（２） 株式譲受契約締結日 2026年4月30日（予定） 

（３） 株式取得日 2026年5月15日（予定） 

 

6.​ 今後の見通し 

　本株式取得により、 TGAP 社は2026年12月期第2四半期末から子会社となる見込みです。本株式取得

が2026年12月期の当社グループの業績及び財務状況に与える影響につきましては軽微です。 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（2026年2月13日公表分）及び前期連結実績 

単位：百万円 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2026年12月） 
17,081 1,192 1,073 1,184 

5 



前期連結実績 

（2025年12月） 
14,431 2,053 1,988 1,779 
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